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気象情報を農業や暮らしに生かそう
青年部上春別支部食育活動・ＪＨＣウインタースクール
別海町農業委員会からのお知らせ
営農のページ（普及センター）
営農のページ（根釧農業試験場）
別海高校より
連載　ＪＡ北海道大会実践フォーラムパネルディスカッション
ＪＡグループ通信
平成２８営農年度１２月末 クミカン実績
ＪＡバンク北海道　2017スプリングキャンペーン
理事会報告・万一に備えよう わが家の防災・JAバンクをご利用のお客さまへ
１２月生乳生産・乳代単価情報・市場カレンダー・運勢・編集局から

～今年こそ全道大会優勝へ～ ＪＡ道東あさひ野球部恒例の牧草ロール転がし：第10回 別海町ウエスタンカーニバル
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道東あさひ吾久里塾第3期生開講式
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青年部上春別支部　小学生への食育授業

を守ろうＴＰＰから



2

　
　
　
　

日
本
は
天
気
の

　
　
　
　

変
動
が
大
き
い

　

日
本
人
は
国
民
性
と
し
て
、
天
候
の
話

好
き
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、

ち
ょ
っ
と
し
た
あ
い
さ
つ
に
も
「
今
日
は

い
い
お
天
気
で
」
「
よ
く
降
り
ま
す
ね
」

な
ど
と
天
候
の
話
題
か
ら
始
め
る
こ
と
が

し
ば
し
ば
で
し
ょ
う
。

　

「
こ
れ
は
古
代
か
ら
農
耕
を
主
と
し
て

生
活
し
て
き
た
中
で
、
収
穫
が
天
候
に
左

右
さ
れ
て
き
た
た
め
で
あ
る
の
と
同
時
に
、

天
候
の
変
動
が
大
き
い
国
だ
と
い
う
こ
と

も
影
響
し
て
い
ま
す
」
と
森
田
さ
ん
。

　

日
本
海
で
は
湿
っ
た
暖
気
が
発
生
し
や

す
い
し
、
大
陸
か
ら
は
冷
た
い
大
陸
高
気

圧
が
や
っ
て
来
ま
す
。
南
か
ら
は
毎
年
、

多
数
の
台
風
も
来
ま
す
。
山
の
多
い
地
形

も
天
候
を
大
き
く
左
右
し
ま
す
。

　

予
報
が
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
人
々
は

「
月
に
か
さ
が
懸
か
る
と
雨
」
と
い
っ
た

観
天
望
気
（
天
候
に
関
す
る
言
い
伝
え
）

を
も
と
に
、
日
々
の
行
動
を
決
め
て
い
た

も
の
で
す
。

　

日
本
で
天
気
予
報
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の

は
１
８
８
４
（
明
治
17
）
年
。
当
時
は
、

あ
ま
り
に
外
れ
る
こ
と
か
ら
「
測
候
所
」

と
３
回
唱
え
れ
ば
生
水
に
当
た
ら
な
い
、

雷
に
当
た
ら
な
い
な
ど
と
い
わ
れ
た
ほ
ど

で
し
た
。
昭
和
に
な
る
と
測
候
所
も
増
え

て
、
や
や
的
中
す
る
よ
う
に
な
り
、
先
の

大
戦
で
は
こ
の
お
ま
じ
な
い
は
禁
句
に
。

「
弾
に
当
た
る
」
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

天
気
予
報
は

　
　
　
　

大
き
く
進
化
し
て
い
る

　

「
今
で
は
気
象
情
報
は
素
晴
ら
し
く
進

化
し
ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
全
国
20
カ
所

の
気
象
レ
ー
ダ
ー
、
約
１
３
０
０
カ
所
の

無
人
観
測
施
設
ア
メ
ダ
ス
と
、
気
象
衛
星

ひ
ま
わ
り
を
三
種
の
神
器
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
解
析
の
精
度
も
上

が
り
、
も
は
や
人
間
に
よ
る
予
想
は
追
い

付
か
な
い
次
元
に
達
し
て
い
ま
す
」

　

天
気
予
報
は
、
気
象
予
報
士
が
天
気
図

を
見
て
予
想
す
る
と
思
っ
て
い
る
人
は
多

い
は
ず
。
と
こ
ろ
が
今
は
違
い
ま
す
。
気

象
庁
か
ら
は
１
日
に
２
回
、
観
測
デ
ー
タ

や
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
計
算

し
た
予
報
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
予
報
は
、
大

き
く
外
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

　

「
外
れ
る
の
は
誤
差
の
範
囲
と
い
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。
大
き
な
現
象
と
し
て
は

か
な
り
的
確
で
す
。
２
０
１
６
年
秋
の
迷

走
台
風
も
、
常
に
３
日
ほ
ど
前
か
ら
の
予

報
円
の
範
囲
内
に
入
っ
て
い
ま
し
た
」

　

気
象
予
報
士
は
気
象
庁
発
表
の
結
果
を

ベ
ー
ス
に
、
現
在
の
風
や
雲
の
様
子
、
観

測
デ
ー
タ
な
ど
を
見
て
、
時
間
の
経
過
に

よ
る
ズ
レ
を
修
正
し
た
り
、
細
か
な
エ
リ

ア
ご
と
の
予
報
を
出
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
予
報
は
気
温
12
度

で
も
、
実
際
は
10
度
な
ら
、
こ
れ
か
ら
上

が
る
の
か
そ
の
ま
ま
な
の
か
。
雨
の
予
報

な
ら
、
小
雨
か
雷
雨
か
、
冷
た
い
雨
か
暖

か
い
雨
か
。
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ

気象情報を
農業や暮らしに
生かそう

　毎年のように異常気象が取りざたされるようになっ
た今、一人ひとりが気象情報を正確に知って行動する
ことが大切です。
　天気予報はどのように出され、またどう生かすのが
いいのでしょう。テレビでもおなじみの気象予報士・
森田正光さんに伺いました。
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ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
の
天
気
予
報
で
は
、
そ

う
し
た
気
象
予
報
士
に
よ
る
修
正
を
加
え

た
情
報
を
出
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

「
例
え
ば
雨
雲
が
雨
粒
を
作
っ
て
か
ら
地

上
に
落
ち
る
ま
で
10
〜
15
分
ほ
ど
か
か
り

ま
す
。
だ
か
ら
雨
雲
の
位
置
を
見
れ
ば
10

分
後
に
ど
こ
で
降
る
か
分
か
り
ま
す
。
気

象
状
況
は
刻
々
と
変
化
す
る
の
で
、
常
に

最
新
の
デ
ー
タ
を
見
て
切
り
替
え
て
い
く

わ
け
で
す
」

　
　
　
　

天
気
予
報
活
用
で

　
　
　
　

リ
ス
ク
回
避
を

　

「
雨
や
台
風
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
予
報
を
活
用
し
て
行
動
を
変
え
れ

ば
リ
ス
ク
を
回
避
で
き
ま
す
」
と
森
田
さ

ん
。

　

大
き
な
台
風
が
来
る
と
分
か
っ
て
い
れ

ば
、
風
雨
が
来
る
前
に
家
屋
や
ハ
ウ
ス
の

補
強
を
し
た
り
、
水
路
を
確
認
し
た
り
で

き
ま
す
。
農
作
物
も
早
め
に
収
穫
し
た
り
、

未
熟
な
物
に
対
し
て
も
な
ん
ら
か
の
対
策

を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

「
１
９
９
１
年
に
青
森
を
襲
っ
た
台
風
で

は
リ
ン
ゴ
農
家
に
甚
大
な
被
害
が
出
ま
し

た
が
、
そ
の
と
き
に
木
に
残
っ
た
果
実
は

『
落
ち
な
い
リ
ン
ゴ
』
と
し
て
受
験
生
の

人
気
を
呼
び
ま
し
た
。
今
で
は
各
リ
ン
ゴ

農
家
は
台
風
が
近
づ
く
と
早
め
に
収
穫
し

て
い
ま
す
」

　

詳
細
な
気
象
情
報
は
、
自
分
か
ら
知
ろ

う
と
し
な
け
れ
ば
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
天

気
予
報
を
小
ま
め
に
確
認
す
る
か
、
詳
し

い
人
に
聞
く
の
が
い
い
で
し
ょ
う
。
も
ち

ろ
ん
自
分
で
気
象
庁
が
発
表
し
て
い
る
雲

の
動
き
や
降
水
量
、
気
温
な
ど
の
デ
ー
タ
を

見
て
、
住
ん
で
い
る
エ
リ
ア
の
天
候
を
判

断
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
広
域
の
予
報

は
曇
り
で
も
小
さ
な
雨
雲
が
自
宅
付
近
に

向
か
っ
て
い
れ
ば
、
局
地
的
な
雨
が
降
る

と
分
か
り
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の
観
天
望
気
も
役
立
つ
で

し
ょ
う
か
。森
田
さ
ん
は
「
言
い
伝
え
は

（
１
）自
然
現
象
、（
２
）動
物
の
行
動
、（
３
）

ど
ち
ら
で
も
な
い
も
の
に
分
か
れ
ま
す
。経

験
則
が
生
ん
だ
（
１
）
は
比
較
的
当
た
り
ま

す
。『
月
に
か
さ
』
は
上
空
に
薄
い
雲
が
あ
る

か
ら
で
す
。（
２
）
は
当
た
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
は
っ
き
り
と
証
明
は
で
き
ま
せ
ん
。茶

柱
が
立
つ
と
晴
れ
と
い
っ
た
（
３
）
は
ほ
ぼ

迷
信
で
す
ね
」と
の
こ
と
。や
は
り
、
確
か
な

天
気
予
報
を
基
に
行
動
を
決
め
る
の
が
良

さ
そ
う
で
す
。

観天望気のいろいろ

気象予報士・株式会社ウェザーマップ代表取締役

1950年名古屋市生まれ。（財）日本気象協会を経て、
1992年フリーのお天気キャスターとなる。同年、気
象会社・株式会社ウェザーマップを設立。親しみやす
いキャラクターと個性的な気象解説で人気を集め、テ
レビやラジオ出演の他、全国で講演活動も行っている。

森　田　正　光（もりたまさみつ）

１　自然現象

夕焼けの翌日は晴れ

山にかさ雲がかかると雨

夜中の雷は大雨

○
○
○

２　動物の行動

気象庁発表の気象情報

渡り鳥が早いと雪が多い

猫が顔を洗うと雨

ツバメが高く飛ぶと晴れ

○
×
△

３　どちらでもないもの

火事の後は雨

茶柱が立つと晴れ

鍋底が赤くなると
天気が変わる

http://www.jma.go.jp/jp/yoho/

天気図、各地の天気予
報、雲や雨の動きなど、
さまざまなデータが見
られます。今ではスマ
ートフォンでもきめ細か
い情報が入手できます。

×
×

×
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青年部上春別支部食育活動

牛
乳
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
に

　

青
年
部
上
春
別
支
部
で

は
12
月
16
日
、
上
春
別
小

学
校
で
３
・
４
年
生
の
児

童
24
名
を
対
象
と
し
た
牛

乳
の
食
育
授
業
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
取
組
み
は
、

実
際
に
牛
乳
を
生
産
し
て
い
る

部
員
と
児
童
達
と
の
触
れ
合
い

を
通
じ
て
牛
乳
の
美
味
し
さ
や

栄
養
価
の
高
さ
を
教
え
て
い
く

も
の
で
、
今
年
で
３
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

細
谷
支
部
長
に
よ
る
授
業
で
は
、
牛
乳

の
味
は
、
牛
の
食
べ
る
物
や
牛
の
体
調
に

よ
っ
て
毎
日
変
わ
る
こ
と
や
、
１
頭
の
牛

か
ら
１
日
に
お
よ
そ
25
キ
ロ
の
乳
を
出

し
、
給
食
に
出
る
パ
ッ
ク
牛
乳
な
ら
150
人

分
に
相
当
す
る
こ
と
を
話
し
、
い
つ
も
給

食
で
飲
ん
で
い
る
「
べ
つ
か
い
の
牛
乳
屋

さ
ん
」
と
低
脂
肪
牛
乳
の
ラ
ベ
ル
を
隠
し

て
飲
み
比
べ
、
当
て
る
ク
イ
ズ
を
し
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

授
業
の
あ
と
は
、
牛
乳
を
使
っ
た
ス
イ

ー
ツ
作
り
を
行
い
、
４
班
に
分
か
れ
て
チ

ョ
コ
入
り
ミ
ル
ク
白
玉
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
作
り
ま
し
た
。
予
定
終
了
時
刻
を
超

え
て
し
ま
い
、
試
食
は
食
育
授
業
後
と
な

り
ま
し
た
が
、
皆
で
順
番
に
混
ぜ
た
り
し

な
が
ら
楽
し
く
作
り
、
思
い
出
に
残
る
一

日
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

JHCウィンタースクール

高
校
生
と
一
緒
に
お
菓
子
作
り

　

１
月
12
日
、
別
海
高

校
の
家
庭
科
室
を
お
借

り
し
て
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ

さ
ひ
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
ク
ラ
ブ
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
尾
岱
沼
に
あ
る
「
Ｓ
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｔ
Ｓ
工
房
Ｍ
ａ
ｒ
ｕ
ｃ
ａ
」
の
松

舘
亜
以
子
さ
ん
に
講
師
を
し
て
い
た

だ
き
、
お
菓
子
作
り
を
行
い
ま
し

た
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
が
近
い
と

い
う
事
か
ら
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
マ
フ
ィ

ン
を
作
り
、
会
員
・
家
族
合
わ
せ
て

14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
松
舘
さ
ん
が
一
通
り
作
り

方
を
見
せ
て
く
れ
た
あ
と
、
２
人
一

組
に
な
っ
て
作
業
を
ス
タ
ー
ト
。
材

料
を
混
ぜ
る
順
番
や
混
ぜ
方
な
ど
、

教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し

な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
き
れ
い
に
焼

き
あ
が
っ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
焦
げ

て
し
ま
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た

が
、
み
ん
な
上
手
に
作
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

別
海
高
校
か
ら
も
学
生
２
名
が
参

加
し
て
、
会
員
と
共
に
作
業
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
大
人
数
で
お
菓
子
を

作
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、
良

い
体
験
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
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別海町農業委員会からのお知らせ別海町農業委員会からのお知らせ別海町農業委員会からのお知らせ別海町農業委員会からのお知らせ別海町農業委員会からのお知らせ
新たな農業委員会制度が始まります！農業委員会制度の改正（農業委員会等に関する法律の一部改正）

※改正により29年７月の農業委員改選方法が変わります!!

　国が進める規制改革実施計画に基づき、農業の成長産業化を図るため、農業協同組合、農業委員会
及び農業生産法人に関する制度の一体的な見直しを行い、農業委員会は、農地等の利用の最適化の推
進（①担い手への農地利用の集積・集約化、②遊休農地の発生防止・解消、③新規参入の促進）に重
点を置き、これらの業務を積極的に展開することが目的とされています。

①平成29年1～3月 
　制度への対応等に伴う周知を実施します（選出方法の変更などを説明） 
②平成29年4～5月(概ね、１カ月程度の期間) 
　新たな委員の推薦・募集を実施します
　また、応募の状況を整理し、町ホームページ等で公表します（中間、終了後の２回） 
③平成29年6月
　別海町議会定例会で町議会の同意を得ます
④平成29年7月20日（新体制への移行日） 
　町長の任命による、新しい農業委員会が誕生します

改正前

選　出　方　法
・選挙制と市町村長の
　選任制（議会・農協等）
　の併用

・３０ａ以上耕作してい
　る農業委員選挙人名簿
　登録者

・選挙委員２０名
・選任委員　４名
（議会・農協等団体）

・任意義務

・選挙制が廃止され、地域からの推薦及び公募により募集し、町
　長が任命（議会同意が必要）する方法に変わります。
・議会、団体推薦の選任委員制度は廃止されました。 

・農業者に限定する規定はありません。ただし原則、過半数は認
　定農業者等であることとされています。 
・農業者以外の者で、中立公正な判断ができる者を１名以上委員
　とすることとされています。

・市町村長による選任委員
・委員数は２７名を上限に、条例で定める人数となります。

・必須業務

農業委員の条件

農業委員の定数

農地の集積・
集約化の促進

改正後

１．法改正の目的

２．制度改正の主な内容

３．新制度への移行に向けたスケジュール

【農業委員】
○毎月行う農業委員会総会で、議案を
　審議し、最終的に合議体として農地
　法等に関する許認可の審査を決定す
　ることが、主体業務。
○現地調査業務（農地の転用等）

担い手への農地
集積による遊休
農地解消と農地
確保

４．農業委員と農地利用最適化推進委員（新設）との役割の違い

※別海町農業委員は、農地利用最適化推進委員を委嘱しないことができるため、推進委員を兼務する体
　制とし、委員数は(区分：農業者の数が１,１００以下又は農地面積１,３００ｈａ以下の場合を適用）
　２７名としています。

【農地利用最適化推進委員】
○担当地域において、農地利用の集積
　・集約化等の現場活動を行う。

○必要に応じて農業委員会総会へ出席



6

新鮮な空気の中でエサをたくさん食べられる

敷料が豊富で牛体がきれい 明るく衛生的な牛舎 ゆったりと休めるストール

ポイントを押さえた乳房炎対策を③
 乳房炎は、乳牛の生産性低下に伴う経済的損失だけでなく、
作業者の精神的ストレスにつながります。限られた労働力や
作業環境のなかで乳房炎を予防するためには、主に右の３つ
のポイントが大切になります。

乳房炎対策の最終回は「乳牛の健康」について取り上げます。

環　　境

搾乳手法

乳牛の健康

　乳牛が健康であれば、たとえ乳房内に病原菌が侵入しようとしても、免疫によって撃退することがで
きます。免疫とは、①粘膜②抗体③白血球の３段階で構成されています。粘膜は病原菌の侵入を防ぎ、
抗体と白血球は侵入してくる病原菌を撃退します。
　栄養が不足し、肝機能が弱まっていると、第１段階の粘膜免疫機能の低下から病原菌が侵入しやすく
なり、抗体や白血球で撃退しきれず、疾病に罹患してしまいます。

　乳牛がストレスを感じると、免疫は低下してしまいます。
ストレスは、具体的に次のようなものがあります。
（１）削痩、過肥、乾物摂取量の不足
　　栄養素の不足は免疫力の低下に直結します。分娩時の
　過肥は、分娩後の乾物摂取量の低下を招き、体脂肪動員
　によって肝機能を低下させます。
（２）不快・不衛生な環境
　　暑さ、寒さ、汚れ、渇き、汚れた空気、寝起きしづら
　いベッド、恐怖、過密、群の変化など、牛を取り巻く環
　境が不快・不衛生だとストレスになり得ます。
（３）不良発酵サイレージ
　　酪酸、硝酸態窒素、カビ毒、過剰な溶解性タンパク質（SIP）などを分解するために、多量のビタ
　ミンが消費されてしまいます。また、採食量不足により肝機能が低下し、疾病発生への影響が懸念さ
　れます。

　衛生的で、ストレスの少ない牛舎環境の例を示します。

　牛にとって快適な環境を整え、できる限りストレスを無くすことが乳房炎への感染を減らす近道です。

H28年度発行の営農改善資料「乳房炎を予防しよう」に詳細を掲載していますので、再度ご確認下さい。

健康な乳牛には病原菌もかなわない！

乳牛にとってのストレスとは？

乳房内に病原菌を侵入させない

その1

その2

その3



「投資」と「資金繰り」の簡易判断方法について
　根釧農業試験場駐在　主任普及指導員　　北　寛彰

　施設や機械への投資は、経営体の将来の生産能力を決定すると同時に、投資回収できないかもしれな
いというリスクも抱えます。
　逆に、適切に投資がされなければ生産能力が追いつかずに「機会損失」として利益を確保できなくな
る場合もあります。
　このため、農業経営を継続する限りは、投資を避けることができません。
　また、投資をする場合には、資金繰りも考慮しなければいけません。
　「投資」と「資金繰り」は、経営の将来方向を決めることから、最も重要な経営判断です。
　この最も重要な判断を簡易にする方法を下記に示しました。

２　減価償却費と資金繰りの関係
　減価償却費は、費用として計上されますが実際に資金として支出されません。そのために減価償却費
は自己資本の創造ともいわれています。この減価償却費を資金償還に回していけば、次の投資の時は借
入残高も減少しているので、負債累積の心配は少なくなります。

１　自己資本比率
　自己資本比率は、経営の安全性を分析
するときの重要項目です。この目標値は
60％以上、安全ラインは50％、40％を
下回ると危険度が高いとされています。

　例えば、左図のように自己資本
比率が50％の経営体が全額負債
で3,000万円の建物を取得した場
合には、自己資本比率は40％ま
で低下し、機械などの追加投資を
行うと危険度が高まるので、注意
が必要になります。

資産
12,000万円

負債
6,000万円

純資産
6,000万円
（50％）

取得価額
3,000万円

全額負債で
建物取得

資産
15,000万円

負債
9,000万円

純資産
6,000万円
（40％）

自己資本比率　＝ ×100
純資産

資　産

※　純資産＝資本

減価償却費　≧　（年間資金償還元金＋支払利息）

減価償却費が年間資金償還元利より大きいか同等であれば資金繰りは順調

以上、あくまでも簡易な判断方法ですが、農業経営の参考にしてください。

7



8

　生活していて、ＮＺ
の風景はどことなく北
海道に似ているなと感
じました。しかし道が
広く、草地も勾配が急
なところが多かった印
象を受けました。森林
にはブナなどの大きな
樹木の他に、シダ類・
コケ類が密集し、大自
然のパワーに満ちあふれていました。

研修を終えて
　今回の実習を通して、まずＮＺの酪農のスケールの
大きさに圧倒されました。「百聞は一見に如かず」と
いいますが、実際に自分の目で見て１つ１つの光景に
驚かされました。
　実習中、仕事や生活に慣れるにつれ、規模も経営体
系も違うＮＺの酪農に触れて改めて酪農の奥深さ、お
もしろさを感じました。ＮＺ酪農はＮＺならではの土
地、気候、歴史があるからこそできているのであって
日本ではまねできるものではありませんが、その国の
土地、気候に適したやり方があるのだと思いました。
また放牧のノウハウや草地の管理、パドックのローテ
ーション、牧草の生育などの話は参考になり、とても
興味深かったです。ただ、英語で伝えることが難しく、
また相手が話していることを理解することも難しく、
英語をもっと勉強しておけばよかったと思いました。
また、実習内容に関しては、先述の通常業務以外にも
任される部分が多く、発情の同期化（ＰＧ投与の補
助）、カウコンフォートに関する修理・管理全般、酪
農ディスカッションへの参加など多岐に渡り、その経
験が自信となりました。

　このＮＺ研修を通し
て、酪農の奥深さを知
ることができ、また海
外生活を通して、他国
の人と出会って共に過
ごしたことによって人
間的にも成長すること
ができたと思います。
　最後に、今回お世話
になった農場の方々、
現地エージェントの杉本さん、別海町酪農後継者を育
てる会、別海高校農業特別専攻科、両親、研修にご支
援ご協力いただいた皆様にこの場を借りて心からお礼
を申し上げます。
報告者：農業特別専攻科２年　下元　翔太

●【経営科】東北海道実績発表大会に出場
　１月１９日（木）～２０日（金）に、東北海道学校
農業クラブ連盟実績発表大会が帯広農業高等学校を当
番校に開催されました。大会当日は十勝、釧路、オホ
ーツクから９校１０クラブ１６６名が参加し、全３８
発表がこの1年間の研究や活動の成果を競いました。
本校は酪農経営科Ⅰ類、Ⅱ類、クラブ活動発表にそれ
ぞれ１発表ずつ３発表を行いました。発表に参加した
３つのグループは惜しくも全道大会出場を逃してしま
いました。生徒は、結果を残せず悔しい思いをしまし
た。来年度へ向けて研究活動の充実を図り、結果が伴
うよう活動を盛り上げていきたいと思います。

●【経営科】ミルク＆ナチュラルチーズフェ
　 ア2017に参加
　帯広藤丸百貨店にて、ミルク＆ナチュラルチーズフ
ェア２０１７が開催されました。本校からは２名の生
徒が1月２２日（日）に参加し、実習で製造したヨー
グルトを販売しました。
　このフェアは牛乳普及協会の主催で牛乳や乳製品の
消費拡大を目的に開催
されており、当日は大
変多くのお客様で盛り
上がっておりました。
　本校が用意したヨー
グルトは酸味や風味な
どが好評で開店後1時
間ほどで完売させてい
ただきました。また、
付帯イベントの一つと
して行われた活動紹介
の時間には、別海町の
酪農や、本校の乳加工
などの取り組みを多く
の来場された方に紹介
しました。道内各地か
ら出店された他の工房
の製品を間近に見て、
その商品数やパッケージング、販売方法などに生徒は
大いに刺激を受け、今後の大きな目標を見つけること
ができました。
　今後も、ヨーグルトやチーズなど乳製品の製造研究
を進め、別海町の酪農の振興に貢献していきます。

ナショナルパークにて

生徒によるプレゼンテーション

販売の様子

仕事後にみなさんとミーティング



●【専攻科】ニュージーランド研修から帰国しました。
　平成２８年９月３０日～１２月５日までの６７日間、
農業特別専攻科学生１名がニュージーランド（ＮＺ）
研修に参加しました。以下はその報告です。
　今回の研修では、オ
ークランドからバスに
６時間ほど乗り、実習
先の農場があるオハク
ネという町に行きまし
た。オハクネは山の近
くにあり、標高が８０
０～１０００ｍありま
す。
　今回お世話になった農場は草地が４００ｈａほどで
放牧地兼一部採草地として使われており、１００以上
のパドックに分けられ
ています。搾乳牛約６
９０頭、育成牛約２０
０頭を飼養しており、
NZでは中規模の農場
になります。農場を仕
切っているのはリサさ
んという女性の方で、
従業員はリサさんの息
子さん、マオリ人の男性、フィリピン人の男性、ニュ
ージーランド人の女性が働いていました。その他、大
学の実習生などが短期間研修で来ていました。

　牛はフリージアン種
（ホルスタイン種）が
大部分を占めており、
あとはジャージー種、
キィーウィークロスを
飼養していました。
　飼養形態としては常
時放牧を行っており、
私が行った時期には放牧地にカルシウム、マグネシウ
ムなどのミネラルを添加したサイレージやロール、
PKEといったサプリメントも給与していました。
　牛群は経産牛、初産
牛、足の悪い牛や乳房
炎に罹患した牛の３群
に分けられていました。
経産牛と乳房炎罹患牛
は朝晩の２回搾乳で、
初産牛と足の悪い牛は
朝のみの搾乳でした。

　乳房炎罹患牛は非常に少なく、搾乳牛６９０頭中に
抗生物質による治療牛は５頭程度でした。
　子牛は生後１週間
くらいは簡易の育成
舎で飼養し、その後
子牛用のパドックに
放し、哺乳とパルプ
（ペレット状）飼料
を与えていました。
生後３ヶ月ぐらいで
預託し、種付け後に
自分の農場へ戻って
きます。NZの牛は
日本の牛よりもかなり小さく、成牛でも日本の育成牛
ほどの大きさでした。

　１頭あたりの平均
乳量は１５ｋｇほど
でした。NZでは日
本と違い、乳価を乳
固形分【ミルクソリ
ッド】の割合で算出
します。平成２７年
度当初の乳価は乳固
形分１キログラム当
たり、２０１７年1
月現在４.２５ＮＺドル（３１９円）ですが、８月には
４.７５ドル（３５６円）まで上昇するのではないかと
予想されています。乳脂肪は平均４．５％、乳タンパ
クは平均３.７％程度で、体細胞数は約１８～１９万で
した。

　搾乳施設は片側４
４頭を収容出来、ヘ
リンボーン式のスイ
ングパーラーでした。
１１月１日から授精
が始まり、毎朝の搾
乳中に発情の発見を
し、搾乳後に人工授
精師による人工授精
が行われていました。
　実習中の主な仕事
は搾乳、搾乳舎の洗浄、人工授精のサポート、子牛の
給餌で、日中は生まれた子牛のピックアップ、除草剤
散布、農場内の片づけ・清掃などでした。子牛が成長
してくるとグループごとにパドックへ移動させる作業
も行いました。午後の仕事は大体６時前には終了し、
その後は夕食、自由時間となりました。

空港での出発式

9

ニュージーランドの成牛

一緒に仕事をする仲間達

治療牛を保定する仕事

オハクネ近郊

牛を横断させているところ

子牛の哺乳の様子
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連
載

組
合
員
と
の
関
係
性
強
化

　

販
売
力
と
は
供
給
力
を
い
か
に
つ

け
る
か
と
言
う
事
と
イ
コ
ー
ル
だ
と

思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
タ
マ
ネ
ギ
買
取
の
年
間

契
約
を
、
あ
る
Ｊ
Ａ
と
結
ぶ
と
し
て
、

ど
う
し
て
も
作
付
面
積
が
足
り
な
い

時
、
販
売
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、

組
合
員
の
総
意
で
、
作
付
面
積
を
ど

う
確
保
す
る
か
が
一
つ
の
大
き
な
課

題
と
思
い
ま
す
。

　

使
う
側
に
と
っ
て
み
る
と
原
材
料

の
市
場
価
格
の
変
動
が
一
番
大
き
な

問
題
で
あ
り
、
安
定
し
た
調
達
が
私

ど
も
の
商
売
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

営
農
指
導
、

あ
る
い
は
販

売
力
を
強
化

す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
組

合
員
と
農
協
の
関
係
を
し
っ
か
り
構

築
し
て
、
販
売
事
業
に
基
づ
く
生
産

を
し
て
も
ら
う
と
い
う
よ
う
な
関
係

性
を
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

価
格
の
安
定
性
も
非
常
に
重
要
で

す
が
、
数
量
の
安
定
確
保
も
非
常
に

大
き
な
課
題
で
す
。

　

農
協
と
組
合
員
の
関
係
を
、
今
一

度
見
直
し
、
ど
こ
ま
で
農
協
の
指
導

に
従
う
べ
き
か
、
ど
こ
ま
で
一
括
し

て
購
入
し
た
資
材
を
使
う
か
。
そ
こ

を
強
化
し
た
、
よ
り
一
体
化
し
た
取

り
組
み
を
し
て
い
く
こ
と
が
販
売
力

を
強
め
、
供
給
力
を
強
め
て
い
く
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。

　

安
定
的
な
生
産
、
供
給
量
の
確
保

は
、
販
売
力
の
強
化
に
つ
な
が
り
、

取
り
も
直
さ
ず
所
得
向
上
に
大
き
く

つ
な
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

物
流
コ
ス
ト
低
減
と

買
取
販
売
に
よ
る
年
内
精
算

　

所
得
向
上
に
向
け
て
非
常
に
重
要

な
の
は
、
物
流
コ
ス
ト
を
ど
う
や
っ

て
抑
え
る
か
。
こ
れ
が
１
点
目
。

　

フ
ェ
リ
ー
の
南
下
便
で
関
東
方
面

な
ど
の
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
物
流

を
し
ま
す
が
、
帰
り
の
北
上
便
が

中
々
埋
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
、

物
流
コ
ス
ト
を
押
上
げ
て
し
ま
う
一

つ
の
要
因
と
思
い
ま
す
。
物
流
面
は
、

や
は
り
ホ
ク
レ
ン
や
Ｊ
Ａ
の
果
た
す

役
割
が
非
常
に
大
き
い
。
物
流
業
者

と
の
連
携
を
強
め
て
い
く
こ
と
で
、

物
流
効
率
を
上
げ
て
、
下
が
っ
た
コ

ス
ト
を
農
家
所
得
の
向
上
に
振
り
向

け
る
。

　

物
を
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
運
ぶ

コ
ス
ト
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
効
率

化
、
同
時
に
そ
の
専
門
性
に
つ
い
て
、

民
間
を
含
め
た
物
流
と
の
連
携
が
非

常
に
重
要
と
思
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
農
協
の
委
託
販
売
で

は
な
く
、
買
い
取
り
を
す
る
と
い
う

機
能
で
す
。

　

当
然
、
農
協
で
品
質
や
等
級
の
基

準
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

販
売
先
は
十
分
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
す
ぐ
に
全
部
と
は
言
い
ま
せ
ん
が
、

一
部
ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、

所
得
向
上
に
繋
が
る
方
策
で
は
な
い

か
。
今
か
ら
始
め
て
５
年
後
程
度
を

一
つ
の
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
と
し
て
検

討
に
入
る
べ
き
で
は
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
一
言

　

業
務
用
、
加
工
用
農
作
物
の
作
付

面
積
を
増
や
す
、
あ
る
い
は
安
定
供

給
化
を
お
願
い
し
た
い
。
コ
ン
テ
ナ

を
当
社
も
た
く
さ
ん
持
っ
て
お
り
、

取
り
に
行
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
段
ボ
ー
ル
梱
包
が
不
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
取
り
組
み
を

是
非
お
願
い
し
た
い
。

　

買
取
は
、
年
内
精
算
に
繋
が
り
、

農
家
に
対
し
て
の
資
金
繰
り
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
の
話
に
も
な
り
、
本
当
の

意
味
で
の
信
用
事
業
と
な
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

所
得
向
上
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

改
革
は
、
組
合
員
が
農
協
組
織
を
構

成
し
て
い
る
訳
で
す
か
ら
、
今
後
、

ど
ん
な
組
織
に
方
向
づ
け
て
い
く
か
、

そ
の
中
で
自
由
度
と
縛
り
を
も
う
一

度
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
農
業
所
得
20
％
増
大
に
向
け
て
」

　

株
式
会
社
セ
コ
マ
代
表
取
締
役
社
長　

丸
谷　

智
保　

氏

ま
る 

た
に

と
も　
や
す

　

「
協
同
の
力
で
実
現
す
る
農
業
所
得
20
％

増
大
に
向
け
て
」
と
題
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆

さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご
提
言
を
シ
リ
ー
ズ
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
丸
谷
智
保
氏
の
提
言
を
紹
介

し
ま
す
。
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住
宅
等
の
建
物
修
理
で
、
共
済(

保
険)

請
求
を

悪
用
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
で
多
発
、
消
費
者
相

談
セ
ン
タ
ー
等
へ
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
の
で
十

分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
正
修
理
業
者
が
自
然
災
害
事
故
を
装
い
「
共

済
金(

保
険
金)

が
出
る
の
で
自
己
負
担
無
し
で
修

理
が
で
き
る
」
と
い
う
内
容
で
高
額
な
見
積
り
金

額
の
契
約
を
交
わ
し
、
解
約
す
る
と
高
額
な
違
約

金
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
に
は
、
建
物
関
係
の
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
ま
ず
ご
加
入
先
の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。

【
旭
川
厚
生
病
院
で
「
土
曜
ド
ッ
ク
」
を
！
】

　

旭
川
厚
生
病
院
で
は
、
男
性
の
方
を
対
象
と
し

て
、
隔
週
土
曜
日
に
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
午
前
中
に
全
て
の
検
査
が
終
了
し
、
検
査

結
果
は
受
診
日
か
ら
１
週
間
ほ
ど
で
お
届
け
し
ま

す
。
前
立
腺
が
ん
や
肺
ド
ッ
ク
な
ど
の
オ
プ
シ
ョ

ン
検
査
も
可
能
で
す
。

　

随
時
予
約
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

完
全
予
約
制

（
℡
0
1
６
６

－

３
３

－

７
１
７
１
）

（
内
）
2
1
4
6

・

2
1
9
8

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
12
月
に
、
11
月
の
「
農
協
改
革
」
を

巡
る
一
連
の
経
過
に
つ
い
て
、
「
ク
ミ
カ
ン
制

度
」
を
中
心
に
整
理
し
た
組
合
員
向
け
資
料
「
こ

こ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
『
農
協
改
革
』
〜
ク

ミ
カ
ン
制
度
は
維
持
さ
れ
ま
し
た
〜
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

本
資
料
は
農
協
に
改
革
を
迫
る
議
論
の
背
景
や
、

存
続
が
決
ま
っ
た
も
の
の
一
時
は
廃
止
が
提
言
さ

れ
た
「
ク
ミ
カ
ン
制
度
」
の
重
要
性
を
、
対
話
形

式
で
表
現
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
た
め
、
昨
年
11
月
に
札
幌
駅
前

地
下
歩
行
空
間
で
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ド
ド
ー
ン
貯
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
宣
伝
や
、

ち
ょ
リ
ス
に
よ
る
「
旗
揚
げ
ゲ
ー
ム
」
、
コ
ン
サ

ド
ー
レ
の
堀
米
選
手
・
福
森
選
手
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
、
両
選
手
サ

イ
ン
入
り
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
グ
ッ
ズ
の
当
た
る

「
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
さ
っ
ぽ
ろ

の
「
ロ
ー
ン
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
も
設
置

し
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
を

広
く
Ｐ
Ｒ
で
き
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＠
等
を
活

用
し
た
生
産
者
向
け
情
報
発
信
サ
ー
ビ
ス
「
ホ
ク

レ
ン
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
生
産
者
の
皆

様
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
や
新
商
品
情
報
、
生
産
資

材
（
飼
料
や
農
薬
等
）
価
格
、
乳
価
等
の
営
農
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
市
況
情
報
や
Ａ
コ
ー
プ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
情
報
の
発
信
も
予
定
。
生
産
者
の
皆
様
に
役
立

つ
情
報
を
発
信
し
て
参
り
ま
す
。
お
手
持
ち
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ（http://hokuren-news.jp/
）

か
ら
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

閲覧はこちら↑

登録はこちら↑



乳量

出荷月

出荷乳量の推移

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
26,000

27,000

28,000

29,000

30,000

31,000

32,000

33,000

28年度
27年度

22
資金借入
千円
424,696
477,100
89.0%
-52,404
527,202

－102,506

23
資金受入
千円

3,397,297
2,948,985
115.2%
448,312

2,075,604
1,321,693

収入合計
千円

預り員数

戸
28年
27年

28年　　　　　27年

47,840,783
44,886,722
106.6%

2,954,061
42,694,198
5,146,585

預 り 額

千円

貸越員数

戸

貸 越 額

千円

差　　引

千円

60
諸税負担
千円

1,691,633
1,527,683
110.7%
163,950

1,547,384
144,249

61
支払利息
千円
290,724
314,360
92.5%

－23,636
311,828
－21,104

その他62
経 営 費
千円
785,954
649,702
121.0%
136,252
614,480
171,474

農　　業
支 出 計
千円

31,181,684
30,473,849
102.3%
707,835

30,697,736
483,948

70
家 計 費
千円

4,900,155
4,488,652
109.2%
411,503

4,323,196
576,959

80
資金返済
千円

3,146,940
3,033,040
103.8%
113,900

3,035,917
111,023

81
共済貯金
千円

4,320,433
3,784,518
114.2%
535,915

3,187,972
1,132,461

82
農業機械
千円
603,485
386,977
155.9%
216,508
191,672
411,813

83
その他出
千円

1,315,814
936,639
140.5%
379,175
750,017
565,797

支出合計
千円

45,468,511
43,103,675
105.5%

2,364,836
42,186,510
3,282,001

租税公課の増加 法人社会保険等全般増加 科目全般増加 科目全般増加 科目全般増加 乳牛以外増加

前期繰越の増加

22
資金借入
千円
767
853

89.8%
－87

23
資金受入
千円
6,132
5,275

116.2%
857

収入合計
千円

預り員数

戸
514
492

28年
27年

28年　　　　　27年
所得率　　　　28.3%　　　　25.8%
乳飼比　　　　35.0%　　　　37.3%
農業所得　　　22,242　　　　18,939

28年収支　　4,282
27年収支　　3,190
差　　額　　1,092

所得率　　　　28.3%　　　　25.8%
乳飼比　　　　35.0%　　　　37.3%

農業所得　12,322,163　 10,586,949

28年収支　2,372,272
27年収支　1,783,047
差　　額　　589,225

86,355
80,298
107.5%
6,057

預 り 額

千円
4,750
3,888

貸越員数

戸
40
67

貸越額

千円
1,470
2,061

60
諸税負担
千円
3,053
2,733

111.7%
321

61
支払利息
千円
525
562

93.3%
－38

その他62
経 営 費
千円
1,419
1,162

122.1%
256

農　　業
支 出 計
千円
56,285
54,515
103.2%
1,770

70
家 計 費
千円
8,845
8,030

110.2%
815

80
資金返済
千円
5,680
5,426

104.7%
255

81
共済貯金
千円
7,799
6,770

115.2%
1,028

82
農業機械
千円
1,089
692

157.4%
397

83
その他出
千円
2,375
1,676

141.8%
700

支出合計
千円
82,073
77,109
106.4%
4,965

514
492

2,441,734
1,913,039

40
67

58,808
138,078

2,382,926
1,774,961

2228年-27年 528,695 －27 －79,270 607,965

61,884,336 
89,979,007 
154,244,628 
48,460,124 
354,568,095 

合　　計
（96.8円/㎏）
（96.0円/㎏）
（96.3円/㎏）
（96.7円/㎏）
（96.4円/㎏）

【乳代単価】

63,367,935 
90,290,332 
156,113,395 
48,326,390 
358,098,052 

（94.8円/㎏）
（94.3円/㎏）
（94.5円/㎏）
（94.9円/㎏）
（94.6円/㎏）

5,051,605 
7,545,813 
13,220,443 
4,223,616 
30,041,477 

8月

5,447,066 
7,664,444 
13,359,474 
4,290,392 
30,761,376 

92.7%
98.5%
99.0%
98.4%
97.7%

4,831,149 
7,202,581 
12,448,443 
4,039,049 
28,521,222 

9月

5,263,639 
7,408,757 
12,847,025 
4,116,407 
29,635,828 

91.8%
97.2%
96.9%
98.1%
96.2%

4,921,844 
7,368,064 
12,557,797 
4,050,947 
28,898,652 

10月

5,426,603 
7,611,604 
12,892,607 
4,068,917 
29,999,731 

90.7%
96.8%
97.4%
99.6%
96.3%

4,711,493 
7,055,877 
11,836,250 
3,770,269 
27,373,889 

11月

5,235,097 
7,274,433 
12,186,474 
3,798,776 
28,494,780 

90.0%
97.0%
97.1%
99.2%
96.1%

97.7%
99.7%
98.8%
100.3%
99.0%

（2.0円/㎏）
（1.7円/㎏）
（1.8円/㎏）
（1.9円/㎏）
（1.8円/㎏）

一戸平均…収支差額で前年比1,092千
円の増加となっております。

※全体を通して乳代、補給
金単価、個体販売価格が堅
調で、前年比より良好に推
移しております。今後とも、
営農計画に基づいたクミカ
ン運用についてよろしくお
願い致します。

ＪＡ全体…生乳出荷量（H27年12月～H28年11月）は前年比99.0％、乳代単価（補給金含む）は1.8円/㎏増
の94.6円/㎏。収入全体では、前年比106.6％（乳代、補給金、個体販売価格の上昇等）。一方、支
出全体については、農業支出、財産的支出全般的に増加傾向にあり前年比105.5%。収支差額におい
ては前年比589,225千円の増加となっております。

12
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平成28営農年度12月末クミカン実績（JA総計） 平成28年度実績

【JA全体】

【差額要因】

《収　入》

平成27－28年度差額

項目
年別　　

28年
27年
前年比
前年差額
28年計画
計画差額

01
生　　乳
千円

31,886,301
30,754,182
103.7%

1,132,119
31,671,081
215,220

02
補 給 金
千円

2,135,206
2,176,483
98.1%
-41,277

2,095,396
39,810

03
乳 用 牛
千円

2,883,152
2,504,544
115.1%
378,608
2,124,126
759,026

04
肉 用 牛
千円

3,043,431
2,241,437
135.8%
801,994

1,866,820
1,176,611

その他05
畜 産 物
千円
5,081
81

6,272.8%
5,000
5,000
81

06
家畜共済
千円

1,260,052
1,146,369
109.9%
113,683
617,338
642,714

その他12
農 産 物
千円
111,861
104,325
107.2%
7,536

115,394
－3,533

20
雑 収 入
千円

2,178,763
2,133,377
102.1%
45,386

1,514,575
664,188

農　　業
収 入 計
千円

43,503,847
41,060,798
105.9%

2,443,049
40,009,730
3,494,117

21
農外収入
千円
514,943
399,839
128.8%
115,104
81,662
433,281

単価上昇等 全体的に増加 経産肉用以外増加 事業割戻、
安定基金等の減少

MMJ乳代受入増、
資産処分増

【差額要因】

《支　出》
項目

年別　　

28年
27年
前年比
前年差額
28年計画
計画差額

50
労　　賃
千円

2,069,988
1,796,892
115.2%
273,096

2,136,569
－66,581

51
肥 料 費
千円

1,459,330
1,459,147
100.0%

183
1,525,429
－66,099

52
生産資材
千円

1,782,684
1,617,869
110.2%
164,815
1,432,218
350,466

53
水道光熱
千円

1,942,743
2,082,491
93.3%

－139,748
2,238,751
－296,008

54
飼 料 費
千円

11,906,215
12,279,692

97.0%
－373,477
12,693,816
－787,601

55
養 畜 費
千円

1,968,185
1,882,400
104.6%
85,785

1,933,593
34,592

56
素 畜 費
千円
291,778
259,808
112.3%
31,970
243,884
47,894

57
農業共済
千円

1,265,690
1,223,467
103.5%
42,223

1,294,871
－29,181

58
賃料料金
千円

3,500,638
3,373,373
103.8%
127,265

3,171,131
329,507

59
修 理 費
千円

2,226,122
2,006,965
110.9%
219,157

1,553,782
672,340

生産・建設資材の増加 科目全般減少 全般的に減少 科目全般増加全般的に増加 科目全般増加 全般的に増加科目全般増加

【JA戸平均】

出荷乳量の推移（単位：㎏）

《収　入》
項目

年別　　

28年
27年
前年比
前年差額

01
生　　乳
千円
57,557
55,016
104.6%
2,540

02
補 給 金
千円
3,854
3,894
99.0%
－39

03
乳 用 牛
千円
5,204
4,480

116.2%
724

04
肉 用 牛
千円
5,494
4,010

137.0%
1,484

その他05
畜 産 物
千円

9
0
　
9

06
家畜共済
千円
2,274
2,051

110.9%
224

その他12
農 産 物
千円
202
187

108.2%
15

20
雑 収 入
千円
3,933
3,816

103.0%
116

農　　業
収 入 計
千円
78,527
73,454
106.9%
5,073

21
農外収入
千円
930
715

129.9%
214

《支　出》
項目

年別　　

28年
27年
前年比
前年差額

50
労　　賃
千円
3,736
3,214

116.2%
522

51
肥 料 費
千円
2,634
2,610

100.9%
24

52
生産資材
千円
3,218
2,894

111.2%
324

53
水道光熱
千円
3,507
3,725
94.1%
－219

54
飼 料 費
千円
21,491
21,967
97.8%
－476

55
養 畜 費
千円
3,553
3,367

105.5%
185

56
素 畜 費
千円
527
465

113.3%
62

57
農業共済
千円
2,285
2,189

104.4%
96

58
賃料料金
千円
6,319
6,035

104.7%
284

59
修 理 費
千円
4,018
3,590

111.9%
428

28年

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

5,482,298 
7,544,731 
12,769,131 
3,956,352 
29,752,512 

12月
5,553,628 
7,664,360 
12,821,367 
4,039,165 
30,078,520 

1月
5,206,575 
7,150,257 
12,168,561 
3,796,833 
28,322,226 

2月
5,548,724 
7,645,740 
12,876,208 
4,000,936 
30,071,608 

3月
5,140,574 
7,360,066 
12,679,452 
3,901,713 
29,081,805 

4月
5,182,114 
7,833,335 
13,470,987 
4,170,963 
30,657,399 

5月

27年

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室
合　　　計

……
……
……
……
……

5,179,108 
7,648,320 
13,279,294 
3,930,198 
30,036,920 

5,373,699 
7,778,410 
13,613,827 
3,991,919 
30,757,855 

4,735,370 
6,833,847 
12,143,663 
3,566,423 
27,279,303 

5,285,021 
7,592,261 
13,224,781 
3,970,477 
30,072,540 

5,091,846 
7,186,161 
12,406,472 
3,800,375 
28,484,854 

5,399,930 
7,688,280 
13,358,274 
4,110,206 
30,556,690 

対比

上　春　別
西　春　別
別　　　海
根　　　室

……
……
……
……

105.9%
98.6%
96.2%
100.7%
99.1%

103.3%
98.5%
94.2%
101.2%
97.8%

110.0%
104.6%
100.2%
106.5%
103.8%

105.0%
100.7%
97.4%
100.8%
100.0%

101.0%
102.4%
102.2%
102.7%
102.1%

5,087,178 
7,753,277 
13,614,387 
4,290,943 
30,745,785 

6月

5,399,971 
7,780,742 
13,417,152 
4,306,787 
30,904,652 

94.2%
99.6%
101.5%
99.6%
99.5%

5,167,154 
7,854,906 
13,781,602 
4,219,338 
31,023,000 

7月

5,530,585 
7,823,073 
13,384,352 
4,375,513 
31,113,523 

93.4%
100.4%
103.0%
96.4%
99.7%

96.0%
101.9%
100.8%
101.5%
100.3%
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15

地
震
発
生
、
そ
の
と
き
に
備
え
る

万
一
に
備
え
よ
う　

わ
が
家
の
防
災

災
害
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

和
田
隆
昌

害
の
個
人
的
な
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
き

「
耐
震
性
の
高
い
家
に
住
む
」
こ
と
が
最

優
先
す
べ
き
こ
と
で
、
次
に
「
家
具
な
ど

に
よ
る
被
害
を
受
け
な
い
」
こ
と
が
被
害

者
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
必
要
で
す
。

　

い
ま
さ
ら
述
べ
る
必
要
の
な
い
こ
と
と

も
思
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
一
般
市
民

に
は
そ
の
認
識
は
低
く
、災
害
対
策
は「
水

や
食
料
の
備
蓄
」
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る

人
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
家
屋
の
耐
震
化
に

は
コ
ス
ト
も
か
か
る
こ
と
で
す
が
、「
生

死
に
関
わ
る
」
こ
と
で
す
の
で
「
非
耐
震
」

の
家
に
住
ん
で
い
る
方
な
ら
ば
「
家
屋
の

耐
震
化
」
は
最
優
先
に
す
べ
き
こ
と
な
の

で
す
。
ま
た
「
家
具
の
固
定
」
は
最
も
効

果
的
に
被
災
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
方
法
。

少
な
く
と
も
寝
室
の
家
具
が
ベ
ッ
ド
や
布

団
に
倒
れ
な
い
よ
う
に
、
本
日
、
今
か
ら

で
も
家
具
の
位
置
の
変
更
や
固
定
具
の
購

入
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
災
害
被
害
は
完

全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
の
「
減
災
」
行
動
は
誰

し
も
が
可
能
な
災
害
対
策
で
す
。
そ
し
て

地
震
が
発
生
し
た
瞬
間
は
頭
部
に
打
撃
を

受
け
な
い
の
が
肝
心
。
冷
静
に
周
囲
を
見

渡
し
倒
壊
物
を
避
け
る
行
動
を
す
る
こ
と
。

も
し
動
け
る
の
な
ら
廊
下
や
玄
関
近
く
に

移
動
し
て
、
避
難
経
路
を
確
保
す
る
な
ど

の
素
早
い
行
動
が
あ
な
た
の
命
を
救
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

２
０
１
６
年
は
、
熊
本
地
震
で
西
日
本

か
ら
九
州
・
沖
縄
の
地
震
災
害
の
可
能
性

が
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
た
年
で
し
た
が
、

同
年
10
月
21
日
に
は
、
鳥
取
で
震
度
６
弱

の
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
幸
い

な
こ
と
に
死
者
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
被
害
が
最
小
限
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

過
去
の
地
震
発
生
時
よ
り
も
耐
震
性
の
高

い
家
屋
の
割
合
が
多
か
っ
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

地
震
被
害
の
最
大
の
対
策
は
「
安
全
な

家
に
住
む
」
こ
と
で
あ
り
、
津
波
に
よ
る

被
害
の
考
え
ら
れ
る
沿
岸
地
域
を
除
き
、

過
去
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
ほ
と
ん
ど
が

「
室
内
」
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
地
震
災

第12回理事会報告　平成29年1月30日開催
議案第１号　　規程類の一部改正について
議案第２号　　平成28年度道営草地整備事
　　　　　　　業（担い手中核型・草地整
　　　　　　　備型）に係る農業基盤整備
　　　　　　　資金の借入と貸付について
議案第３号　　平成28年度公社営畜産担い
　　　　　　　手育成総合整備事業（再編
　　　　　　　整備型）に係る農業基盤整
　　　　　　　備事業の借入と貸付につい
　　　　　　　て
議案第４号　　特定組合員に対する一般長
　　　　　　　期資金の貸付について
議案第５号　　一般組合員に対する農業経
　　　　　　　営基盤強化資金（Ｈ方式）
　　　　　　　の事務取扱について

報告事項１　　全国監査機構監査（期中）
　　　　　　　の結果について
報告事項２　　貸借対照表及び損益計算書
　　　　　　　（12月末）について
報告事項３　　組合員の動向（12月末）に
　　　　　　　ついて
報告事項４　　員外利用状況について
報告事項５　　地区懇談会の経過について
報告事項６　　苦情等対応状況及び従業員
　　　　　　　の交通違反と交通事故につ
　　　　　　　いて

報告事項７　　反社会的勢力排除対応管理
　　　　　　　先に係る対処方針について
報告事項８　　職員の採用及び退職につい
　　　　　　　て
報告事項９　　定款第57条第６項に基づく
　　　　　　　貸出金に係る理事会承認案
　　　　　　　件の処理状況について
報告事項10　　融資審査会の結果について
報告事項11　　第３四半期末余裕金運用に
　　　　　　　ついて
報告事項12　　平成29営農年度営農計画書
　　　　　　　の集計について
報告事項13　　平成29年度資金需要につい
　　　　　　　て
報告事項14　　年度末クミカン残高と精算
　　　　　　　方法について
報告事項15　　営農サポートセンター構想
　　　　　　　に係る進捗状況について
報告事項16　　第５回地区酪対役員会の結
　　　　　　　果について
報告事項17　　販売事業実績（12月末）に
　　　　　　　ついて
報告事項18　　規程及び要領の一部改正に
　　　　　　　ついて
報告事項19　　購買事業実績（12月末）に
　　　　　　　ついて
報告事項20　　行事予定について
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昨
年
末
の
予
想
を
覆
す
当
選
劇

を
経
て
、
１
月
20
日
に
ア
メ
リ
カ

の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
誕
生
し
、

日
本
に
も
様
々
な
影
響
が
取
り
ざ

た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
公
約
通
り
離
脱

を
表
明
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、

一
安
心
と
思
い
た
い
と
こ
ろ
で
は

あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も
現
行

の
枠
組
み
で
の
発
効
が
さ
れ
な
い

だ
け
で
あ
り
、
今
後
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。

　

就
任
直
後
か
ら
特
定
の
国
民
の

入
国
禁
止
令
や
批
判
に
対
す
る
ネ

ッ
ト
上
で
の
応
酬
な
ど
、
多
く
の

注
目
を
集
め
て
い
る
状
況
で
す
。

日
本
も
翻
弄
さ
れ
る
立
場
に
あ
り
、

２
国
間
の
貿
易
交
渉
の
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も

私
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
の
動
向
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
。

区　　分 12　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計

311,642t

98.1%

65,009t

99.6%

28,776t

96.7%

7,368t

97.7%

4,917t

89.7%

12,554t

98.3%

3,937t

99.5%

2,865,183t

100.5%

594,393t

100.6%

265,119t

98.3%

67,342t

99.1%

45,010t

93.2%

116,163t

99.6%

36,604t

99.4%

4.07%

4.05%

4.13%

4.12%

4.13%

4.12%

4.07%

4.10%

4.15%

4.14%

4.14%

4.12%

4.18%

4.17%

8.84%

8.81%

8.79%

8.76%

8.78%

8.75%

8.76%

8.74%

8.82%

8.79%

8.77%

8.74%

8.77%

8.75%

6.37円

6.79円

6.37円

6.79円

6.37円

6.79円

6.37円

6.79円

6.37円

6.79円

6.37円

6.79円

6.37円

6.79円

36.85円

36.32円

37.34円

36.89円

37.34円

36.96円

36.85円

36.70円

37.54円

37.11円

37.42円

36.90円

37.79円

37.38円

50.63円

49.95円

50.36円

49.64円

50.29円

49.59円

50.19円

49.52円

50.53円

49.83円

50.25円

49.53円

50.27円

49.61円

3.74円

3.77円

3.76円

3.80円

3.75円

3.77円

3.75円

3.78円

3.78円

3.85円

3.72円

3.74円

3.81円

3.77円

97.59円

96.84円

97.82円

97.13円

97.75円

97.11円

97.16円

96.80円

98.21円

97.58円

97.76円

96.96円

98.23円

97.55円

12月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

ホクレン市場カレンダー

2　

月

4
番

3
番

2
番

1
番15日  

6
番

7
番

5
番

4
番16日  

5
番

4
番

3
番

2
番22日  

6
番

5
番

4
番

3
番  1日  

5
番

6
番

4
番

3
番  3日  

8
番

7
番

5
番

4
番8日  

9
番

8
番

7
番

6
番15日  

1
番

9
番

8
番

7
番22日  

2
番

1
番

9
番

8
番29日  

根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月

乳牛

育成

7
番

8
番

6
番

5
番16日  乳牛

3　

月

【全体運】コミュニケーション運が活発化。
　苦手意識を感じていた人とも、楽しく会
　話が弾みそう。開運には書籍整理を
【健康運】快適。シェイプアップが成功し
　やすい月
【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン

【全体運】人を当てにせず「自分のことは
　自分で」という姿勢が運気上昇の呼び水
　に。精神面の充実を図るのも大賛成
【健康運】不注意でのけがにご用心。冷静
　に行動を
【幸運を呼ぶ食べ物】デコポン（不知火）

【全体運】自己アピールの好機。念願のプ
　ランを実行したり、新しいことを始めま
　しょう。新装開店のお店にも注目
【健康運】良い健康法が見つかりそう。ぜ
　ひ試して
【幸運を呼ぶ食べ物】ユリ根

【全体運】サービス精神を発揮することで、
　チャンスが舞い込みます。縁の下の力持
　ち的な役割でも笑顔でこなすとグッド
【健康運】暴飲暴食気味。栄養バランスに
　も配慮を
【幸運を呼ぶ食べ物】ズワイガニ

【全体運】ちょっとした失敗につまずき、
　勢いを維持できないかも。いつまでもク
　ヨクヨせず、さっと気持ちを切り替えて
【健康運】スポーツに励むとリフレッシュ
　効果満点
【幸運を呼ぶ食べ物】シラウオ

【全体運】気分が安定しにくい期間。他人
　のうわさに興味を持つのはやめましょう。
　お気に入りの本を読むと心が安らぎそう
【健康運】運動不足になりがち。小まめに
　動くこと
【幸運を呼ぶ食べ物】小松菜

【全体運】楽しいことに縁があります。飲
　み会やレジャー、旅行などに誘われたら、
　ぜひ参加してみて。創作活動にもつき
【健康運】スキンケアに集中を。健康面に
　好影響大
【幸運を呼ぶ食べ物】シジミ

【全体運】短気になりがち。すぐカッとし
　やすいので、一呼吸置いてから発言を。
　リラックスには一人の時間が必須
【健康運】オーバーワークは厳禁。休息が
　好調の鍵
【幸運を呼ぶ食べ物】フキのとう

【全体運】好奇心を刺激されやすいので、興
　味を引かれることがあったら、チャレンジ
　してみて。趣味の集まりもラッキー
【健康運】ストレス発散には適度な気晴らし
　が大事
【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜

【全体運】ささいなことで落ち込みやすいよ
　う。できる人と比較したりせず、自分らし
　さを大切に。露天風呂でリラックスを
【健康運】生活リズムの乱れが体調に出やす
　い時期
【幸運を呼ぶ食べ物】納豆

【全体運】アクティブになり、未体験ジャ
　ンルにも前向きになれそう。考えるより、
　試すのが正解。ウインタースポーツ◎
【健康運】適度に体を動かすことで、体力
　増進に
【幸運を呼ぶ食べ物】牡蠣（かき）

【全体運】ネガティブな発想をしやすい月で
　す。暗い顔をしていると、ますます運気ダ
　ウンを招くので、注意。喜劇鑑賞が吉
【健康運】運動前には準備体操を。無理はし
　ないで
【幸運を呼ぶ食べ物】ワラビ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20
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